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能登半島地震の教訓を南海トラフ地震対策に

県
議
会
２
月
定
例
会
は
、
３
月
２１
日
、
執
行
部
提
出
の
８５
議
案
や
追
加
提
出
さ
れ

た
人
事
議
案
２
件
を
全
会

一
致
、
ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
、
同
意
す
る
な
ど
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
案
４
６
５
５
億
６
３
０
０
万
円
に
対
し
て
は
、

共
産
党
会
派
を
除
く
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

地
震
と
人
口
減
少
対
策
に
議
論
が
集
中

績
田
知
事
カ
ラ
ー
の

「
共
感
と
前
進
の

好
循
環
」
が
、
新
年
度
予
算
の
中
で
ど
れ

だ
け
成
果
を
あ
げ
て
い
く
の
か
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
今
議
会
で
は
、
元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
に
関
し
て
、
そ
の
教
訓

を
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
生
か
す
た
め
に
、

登
壇
議
員
の
大
半
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
視
点

で
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
に
は
、
市
町
村
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
移
住
や
定
住
の
促

進
、
子
育
て
支
援
な
ど
を
進
め
ら
れ
る
よ

う

「
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
」
１０
億

円
を
計
上
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
少
子
化

対
策
に
つ
い
て
も
質
問
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。坂

本
議
員
は
、
初
登
壇
以
来
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
災
害
対
策
関
連
の
質

問
を
機
会
あ
る
こ
と
に
必
ず
行

っ
て
き
ま

意
見
書
に
つ
い
て
は
、

「
Ｊ
Ｒ
四
国
の

ロ
ー
カ
ル
線
維
持

・
確
保
を
求
め
る
意
見

書
」
を
は
じ
め
、

「
若
者
の
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ

（
薬
物
の
過
剰
摂
取
）
防
止
対
策

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

「訪
問
介
護

事
業
所

へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」

は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、

共
産
党
会
派
の
皆
さ
ん
と
共
同
提
出
し
た

2月 定例会で質問をする坂本茂雄議員

し
た
が
、
今
回
は
、
時
間
も
少
な
い

一
間

一
答
形
式
の
質
問
で
あ

っ
た
た
め
、
金
て

が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
質
問
と
な
り

ま
し
た
。

（詳
細
は
、
２

ｏ
３
面
に
抜
粋

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

一
食
料

・
農
業

・
農
村
基
本
法
の
改
正
に

当
た
り
、
国
内
農
業
の
基
盤
強
化
を
図
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
議
案
は
賛
成
少

数
で
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
国
会
で
成
立
し
た
食
料

・
農
業

。
晨

村
基
本
法
改
正
法
は
、
今
後
の
農
業
や
食

料
確
保
に
お
い
て
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

食
料
・轟
業
・農
村
基
本
法
の
改
正
に
対
す
る
意
見
書
薔
決
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知
事
は
、
能
登
半
・島
地
震
ア
ン
ケ
ー

ト
で

Ｌ
書
主
防
災
組
織
の
担
い
手
不
足

で
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
中
山
間
に
若

い
力
を
入
れ
、
地
域
の
支
え
合
い
の
力

を
強
化
す
る
こ
と
が
防
．災
面
で
も
大
き

な
役
割
を
果
た
す
」
と
回
答
“
し
か
し
、

都
市
部
も
担
い
手
不
足
は
大
き
な
課
題
。

ど
の
よ
う
な
若
い
力
が
防
災
の
握
い
手

に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
聞
く
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
学
摯一べき
課
題

３
月
７
日
、
坂
本
県
議
は
南
海
地
震
対
　
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
収

策
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
知
事
を
は
じ
　
容
能
力
が
不
足
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り
、

め
と
し
た
執
行
部
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
区
域
を
越
え
た
広
域
避
難
が
必
要
と
さ
れ

る
状
況
。
能
登
半
島
地
震
で
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
途
絶
に
よ
り
備
え
て
い
た
避
難

所
が
使
え
な
い
実
態
も
あ

っ
た
。
発
災
後
、

速
や
か
な
避
難
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

長
期
滞
在
が
可
能
な
広
域
避
難
所
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

【
知
事
】
移
住
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
地
域
の
担
い
手
に
な
り
得
る
と
期
待
。

・
１
月
‐、
高
知
市
下
知
地
区
と
仁
淀
川

町
と
の
間
で
広
域
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

被
災
地
域
と
避
難
先
の
事
前
交
流
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
発
災
時
の
円
滑

な
広
域
避
難
に
も
つ
な
が
る
事
前
交
流

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
間
く
。

人
口
の
拡
大
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
と
い
っ

た
効
果
も
期
待
で
き
る
。
引
き
続
き
、
地

域
防
災
対
策
総
合
補
助
金
に
よ
る
財
政
支

援
を
行
い
た
い
。
高
知
市
下
知
地
区
と
仁

淀
川
町
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
他
の
市
町

村
に
も
紹
介
し
、
横
展
開
に
つ
な
げ
る
。

能
登
半
島
地
震
で
ト
イ
レ
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
汚
物
ま
な
れ
の
ト
イ

レ
、
音間
齢
者
が
排
泄
を
我
慢
し
体
調
を

壊
し
て
救
急
搬
送
、
オ
ム
ツ
着
用
で
働

く
医
師
、
暗
闇
で
仮
設
・ト
イ
レ
に
怖
く

て
い
け
な
い
状
況
な
ど
を
見
る
と
、
災

書
拠
点
で
の
ト
イ
レ
確
保
は
命
と
尊
厳

を
守
る
人
権
問
題
だ
と
改
め
て
痛
感
。

本
県
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

【
林
業
振
興
・環
境
部
長
】
携
帯
ト
イ
レ
は
、

各
市
町
村
で
備
蓄
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
。
仮
設
ト
イ
レ
は
、
避
難
所
（
」と
の

必
要
基
数
や
設
置
後
の
し
尿
回
収
に
つ
い

て
、
南
町
村
し
尿
処
理
計
画
で
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
。
計
画
未
策
定
の
市
町
村
に

は
、
個
別
の
相
談
対
応
に
よ
り
来
年
度
中

の
策
定
を
支
援
す
る
。

避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
使
用

方
法
や
携
帯
ト
イ
レ
の
管
理
方
法
に
関
す

る
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
し
、
訓
練
を

通
じ
て
実
効
性
を
高
め
て
い
く
よ
う
市
町

村
に
働
き
か
け
る
。

長
期
水
域
内
の
救
助
救
出
計
画
見
直

し
に
関
し
、
堤
防
や
道
路
等
の
ハ
「
ド

整
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
再
検
証

が
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
検
証
結

．果
の
公
表
が
い
つ
に
な
る
の
か
聞
く
。

【
圭
本
部
長
】
津
波
が
堤
防
を
越
え
た
と

き
、
そ
の
堤
防
が
ど
の
程
度
機
能
す
る
か

と
い
う
点
が
、
浸
水
範
囲
や
止
水

・
排
水

の
日
数
を
算
定
す
る
上
で
重
要
な
要
素
。

た
だ
、
確
立
さ
れ
た
評
価
方
法
が
な
く
、

必
要
な
条
件
設
定
に
時
間
を
要
し
た
。
加

え
て
、
東
日
本
人
震
災
で
の
堤
防
の
破
壊

事
擁
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
作
業
も
違

施
さ
れ
、
当
初
計
画
で
あ
る
本
年
３
月
の

完
了
が
困
難
と
な

っ
た
。
本
年
５
月
末
ま

で
に
は
検
証
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
６
月

に
公
表
し
た
い
。

タ
ナ
ス
カ
地
区
、
中
の
島
地
区
の
石

油

“
ガ
ス
施
設
の
津
波
火
．災
に
つ
い
て

住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

タ
ナ
ス
カ
の
護
岸
か
さ
上
げ
の
詳
細
設

計
を
行
っ
て
藝
る
と
の
こ
と
だ
が

‐、
地

域
べ
の
説
明
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

【
危
機
管
理
部
長
】
国
と
石
油

，
ガ
ス
事

業
者
と
の
間
で
協
議
中
。
工
事
の
施
工
時

期
は
国
で
予
算
化
さ
れ
決
定
す
る
が
、
早

け
れ
ば
令
和
９
年
度
。
地
域

へ
の
説
明
も

新 の 士 自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
防
災

や
、
定
年
退
職
者
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
　
【
知
事
】
事
前
交
流
は
住
民
の
安
心
感
に

方
に
自
主
防
災
活
動

へ
の
参
加
を
促
し
、
つ
な
が
り
、
災
害
対
応
力
の
向
上
、
交
流

た
な
人
材
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

能
登
半
島
地
震
の
２
次
避
難
で

「バ

■
ス
に
乗
る
ま
で
行
き
先
が
不
明
」

「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
ご
と
の
避
難
が
困
難
Ｌ
な

ど
の
課
題
を
露
塁
し
た
っ
高
知
市
で
は
、

長
期
滞
在
を
想
定
し
た
広
域
避
難
の
必

・要
性
が
高
ま
り
、
そ
の
対
応
が
急
が
れ
・

一
る
と
考
え
る
が
、
一所
見
を
聞
く
。

【
知
事
】
仮
設
住
宅
な
ど
が
供
給
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
避
難
所
で
の
長
期
滞
在
は
想

広域避難訓練 |こ おける高知市下知地区

住民と仁淀川町住民との交流

急
が
れ
る
広
域
避
難
と
福
祉
避
難
所
・避
難
所
ト
イ
ン
の
整
備
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そ
の
こ
ろ
に
な
る
。
中
の
島
の
護
岸
事
業

に
つ
い
て
は
、
県
と
石
油

・
ガ
ス
事
業
者

と
の
間
で
協
議
し
て
い
る
。
施
工
時
期
は

早
く
て
も
令
和
７
年
度
以
降
で
あ
り
、
地

域

へ
の
説
明
も
そ
の
こ
ろ
に
な
る
予
定
。

【
知
事
】
高
台
移
転
に
対
す
る
地
域
の
機

運
が
高
ま
り
、
風
（体
的
な
検
討
が
進
む
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
で
事
前
実
施
も
可
能
だ
が
、
採
択
に

必
要
な
地
元
同
意
の
要
件
が
難
し
く
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
政
策
提
言
に
よ

る
要
件
緩
和
も
図
ら
れ
て
お
り
、
事
前
に

事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
は
、
県
が
技

術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
た
い
。

【
危
機
管
理
部
長
】
高
知
市
で
は
、
津
波

避
難
ビ
ル
に
水
や
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
進
め

て
い
る
。
た
だ
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

り
難
航
し
て
い
る
。
孤
立
が
想
定
さ
れ
る

地
域
の
住
民
に
物
資
が
確
実
に
届
く
よ
う
、

分
散
備
蓄
や
住
民
に
近
い
と
こ
ろ
へ
の
備

蓄
を
市
町
村
と
と
も
に
進
め
た
い
。

【
知
事
】
人
命
救
助
な
ど
発
災
直
後
は
、

警
察

・
消
防
な
ど
行
政
に
よ
る
活
動
が
中

心
。　
一
方
、
活
動
の
中
心
が
被
災
者
生
活

支
援
と
な
る
局
面
で
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
民
間
の
力
を
借
り
る
の
が
合
理
的
と

い
う
考
え
は
理
解
す
る
。
し
か
し
、
担
い

手
も
被
災
し
て
い
る
中
で
民
間
力
の
確
保

が
心
配
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
で
き

な
い
場
合
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

な
ど
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
を
ど

，９

設
定
す
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
内
閣

府
で
、
効
率
的
で
資
の
高
い
被
災
者
支
援

の
検
討
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

の
実
施
を
後
押
し
し
、
福
祉
避
難
所
の
機

能
維
持

。
開
設
の
体
制
を
支
援
す
る
。

【
子
ど
も
・福
祉
政
策
部
長
】
福
祉
避
難

所
に
は
専
門
人
材
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

災
害
関
連
死
の
防
上
に
効
果
が
あ
る
。
ま

【
子
ど
も
・福
祉
政
策
部
長
】
福
祉
避
難

所
に
は
専
門
人
材
が
必
要
。
広
域
的
に
は
、

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の

県
外
か
ら
の
受
援
体
制
や
知
事
会
等
を
通

じ
た
応
援
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。
ま
た
、

福
祉
避
難
所
に
は
地
域
の
方
々
の
協
力
も

必
要
。
民
生
委
員

。
児
童
委
員
、
自
主
防

災
組
織
、
地
域
住
民
等
が
参
加
す
る
訓
練

熊本地震で災書関連死とされた218人の原因分析

地震のショツク、余震へ0恐怖

1こ まる肉体誨・権神的負担

,避難生活の肉体 的・ 精神 的負担

錬環機関の機能停止等による

期 難治療 の遅れ

嘔気、ガス、水道等の途絶 :こ

よる肉体的・ 籠神的彙進

福
祉
避
難
所
の
機
能
を
維
持

必
要

分
に
対
し
て
７
２

指
定
促
進
に
取
り

時
点

一鳥

で
２０

・力
Ｌ
月

罵
Ｅ

その他

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
―‐こ
つ
い

て
、
知
事
は

「
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備

等
、
防
災
対
策
に
必
要
な
財
源
確
保
策

の
強
化
を
国
に
提
言
す
る
」
と
言
及
し

た
が
、
各
自
治
体
の
地
区
別
計
画
に
つ

い
て
も
、
前
倒
し
で
具
体
化
で
き
る
財

源
・確
保
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

物
資
の
備
蓄
に
つ
い
て

「道
路
の
寸

断
で
必
要
な
支
援
が
届
か
な
い
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
県
の
備
蓄
を
市
町
村
の

備
蓄
施
設
に
分
散
し
、
避
難
所
や
防
災

倉
庫
な
ど
、
よ
り
住
民
に
近
い
場
所
ヘ

の
備
蓄
が
進
む
よ
う
支
援
す
る
」
と
説

明
し
た
が
、
民
間
の
津
波
避
難
ビ
ル
な

ど
に
も
分
散
備
警
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

災
害
対
応
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
※
）
に
関

し
て
、
舞
治
体

ｏ　
‐
住

‐民
■
サ
ー
ド
セ
ク

ダ
ー
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
で
、

多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
災
害

時
の
即
応
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。
被
災

者
の
利
益
の
た
・め
に
対
．応
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
タ
ー
を
規‐
律
づ
け
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
関
す
る
所
見
を
聞
く
。
　

・・

会
保
障

の
担

掛
手
が
被
災
者
支
援
を
行

う
「
社
会
保
障

の
フ
ー
ー
ズ
フ
リ
ー
化
」

に
よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
担

い
手
が
そ
の
得
意
技
に
応
じ
て
自

発
的
に
対
応

し
、
活
動

と
に
よ
り
協
働
し
て
災
害

不
得
意
な
仕
事
を
自
治
体

る
災
害
対
応
を
や
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク

タ
ー
が
得
意
技
を
発
揮

で
き
る
、
『
餅
は

さ
な
け
れ

災
害
関
連
死
の
う
ち
、
障
害
者
の
割

合
は
、
東
日
本
大
震
災
で
２１
％
、
熊
本

地
震
で
２８
％
。
障
害
者
や
高
齢
者
の
比

率
が
高
い
災
害
関
連
死
は
、
福
祉
避
難

所
不
足
の
影
響
も
大
き
い
。
災
害
関
連

死
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。
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た
、
要
配
慮
者
は
、
日
こ
ろ
か
ら
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
な

ど
専
門
職
が
業
務
を
再
開
で
き
れ
ば
、
災

害
関
連
死
の
防
止
に
つ
な
が
る
。
速
や
か

に
事
業
を
継
続
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
支

援
し
、
介
護
福
祉
事
業
者
が
早
期
に
再
開

で
き
る
体
制
を
後
押
し
す
る
。

【
知
事
】
最
悪
の
事
態
は
、
当
然
起
き
得

る
も
の
と
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
そ
う
い

っ
た
場
合
に
は
、
人
員
や

資
機
材
が
限
ら
れ
、
全
て
に
行
き
届
い
た

対
応
を
行
う
こ
と
は
困
難
。
ま
ず
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
災
害
に
応
じ
た
計
画
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
実
効
性
を
高
め
、

「
安
全
の

追
求
に
終
わ
り
は
な
い
、
防
災
対
策
に
終

わ
り
は
な
い
」
と
い
う
考
え
で
、
絶
え
ず

前
進
を
図
る
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
。
非
常
に
厳
し
い
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
対
応
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
被
害
が
極
小
化
で
き
る

よ
う
金
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
る
。

政
府
は
４
月
１
日
、
総
合
的
な
防
衛
体

制
強
化
の

一
環
で
、
有
事
に
備
え
平
時
か

ら
臨
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
使
用
で
き
る

「特
定
利
用
空
港

・
港
湾
」
の
第
１
弾
と

し
て
、
本
県
の
高
知
港
、
須
崎
港
、
宿
毛

湾
港
を
は
じ
め
７
道
県
“
施
設
を

選
定
し
、
２
０
２
４
年
度
予
算
に

関
連
費
約
３
７
０
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

政
府
は
、
昨
年
秋
頃
か
ら
候
補

と
し
て
挙
げ
た
空
港
や
港
湾
が
あ

る
自
治
体
に
協
力
を
求
め
て
き
た

が
、
そ
の
際
、

「
民
間
の
大
型
の

ク
ル
ー
ズ
船
も
入
れ
る
し
、
国
に

よ
る
災
害
派
遣
も
効
率
的
に
行
え

る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
と

「
ア
メ
」

を
ち
ら

つ
か
せ
る
と
と
も

に
、

「
軍
事
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
拭
う
た

め
、
調
整

の
過
程
で
表
現
を
変
更

し
た
り
も
し
ま
し
た
。

当
初
は
軍
民
両
用
を
意
味
す
る

「デ

ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
と
い
う
言

葉
を
使

っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
治

体
か
ら
は

「攻
撃
目
標
に
さ
れ
る

の
で
は
」
と

い
っ
た
指
摘
が
あ

っ

た
こ
と
か
ら
、

「
民
生
利
用
」

ヘ

と
切
り
替
え
、
枠
組
み
の
名
称
も

「特
定
重
要
拠
点
空
港

，
港
湾
」

と
い
う
仮
称
か
ら
、

「特
定
利
用
空
港

・

港
湾
」
と
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
新
石
垣
空
港
や
与
那

国
空
港
を
管
理
す
る
沖
縄
県
は
、

「
一
番

の
懸
念
は
日
米
の
共
同
使
用
で
あ
り
、
安

易
な
運
用
に
は
ク
ギ
を
刺
し
て
お
か
な
け

れ
ば
」
と
の
慎
重
姿
勢
か
ら
同
意
せ
ず
、

特
定
利
用
空
港
に
指
定
さ
れ
て
分
ま
せ
ん
。

ま
た
、
鹿
児
島
県
は
２
空
港
６
港
が
調

整
対
象
に
挙
が

っ
て
い
た
が
、
国
か
ら
の

説
明
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い

段
階
で
、
判
断
で
き
な

い
と
し
て

指
定
に
同
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
福
井
、
熊
本
県
か
ら

も
、
施
設
が
所
在
す
る
自
治
体

ヘ

の
説
明
不
足
な
ど
を
理
由
に
、
了

解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢

で
対
応
し
て

き
た
県
が
あ
る
中
、
高
知
県
で
は

県
民
に
十
分
な
説
明
も
行
わ
れ
ず
、

国
や
県

の
Ｑ
＆
Ａ
を
示
し
、
議
会

で
の
有
事
の
際

の
国
民
保
護
や
避
難
計
画

な
ど
も
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
鶴
速
に

同
意
し
ま
し
た
。

右
下
表

の
よ
う
に
、
県
に
も
予
算
が
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な

「
ア
メ
」
に
釣
ら

れ
た
軍
事
化
が
進
ん
で
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

政
府
は
２２
年
末
に
策
定

し
た
国
家
安
全
保
障
戦
略

に
、
台
湾
有
事
の
懸
念
を

念
頭
に
、
国
民
保
護
や
有

事

の
際
の
円
滑
な
利
用

，

配
備
を
目
的
と
し
て

「有
事

の
際

の
対
応

も
見
据
え
た
空
港

・
港
湾

の
平
素
か
ら
の

利
活
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
」

と
盛
り
込
ん
で
い
る
だ
け
に
、
台
湾
有
事

へ
の
懸
念
が
県
民
に
生
ず
る
の
は
当
然
で

す
。そ

れ
を
無
視
し
て
、
災
害
時
に
活
用
で

き
る
こ
と
な
ど
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
有

事
に
軍
事
拠
点
と
見
な
さ
れ
攻
撃
目
標
と

な
る
危
険
な
ど
整
備

の
必
要
性
と
リ
ス
ク

の
丁
寧
な
説
明
の
な
い
ま
ま
、

「
指
定
受

け
入
れ
」
を
判
断
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

県
民
に
よ
る
抗
議
行
動
な
ど
も
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

改
め
て
９
月
定
例
会

に
向
け
て
、
郷
土

の
軍
事
化
に
反
対
す
る
高
知
県
連
絡
会
が

「高
知
県
議
会
と
し
て

『特
定
利
用
港
湾
』

の
指
定
受
け
入
れ
の
撤
回
を
求
め
る
」
講

願
署
名
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
の
で
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
ひ
し
ま
す
。

上
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら

議
願
署
名
用
紙
を
ダ
ウ

ン

ロ
ー
ド

で
き
ま
す

の
で
、

そ
の
用
紙
を
活
用
の
う
え

署
名

に
ご
協
力

下
さ

い
）

特定利用港湾指定 (高知港・須崎港・宿毛湾港)

県内3港湾の特定利用指定反対の抗

議行動 (県庁前)

港湾名 予算額

高知港 18億円

須崎港 8億円

宿毛湾港 2億円

室
晴
名
誉
教
授

（神
戸
大
学
）
は
、

「能
登
半
島
地
震
―こ‐
つ
い
て
想
像
力
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
正
月
の
大
地
震

も
、
遇
疎
地
で
の
震
度
７
も
、
外
部
支

援
の
寸
断
も
、
密
集
地
の
火
災
も
予
想

で
き
た
。
起
き
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う

思
い
が
最
悪
の
事
態
を
想
定
さ
せ
ず
、

事
前
の
防
備
を
疎
か
に
さ
せ
、
深
刻
な

被
書
を
確
い
た
」
と
指
摘
。
今
後
、
最

悪
の
事
態
を
想
定
し
た
取
り
組
教
の
強

化
に
つ
い
て
、
知
事
の
決
意
を
聞
く
。


